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７．サービス端子

この取扱説明書の内容は予告無しに変更します。
また、取扱説明書中の図、及び表示は実際の仕様を
保証するものではありません。
この取扱説明書を製造者の許可なくして変更、複製
することを禁じます。

株式会社　竹綱製作所

１０．外部センサ

保存用この取扱説明書は、必ず最終ユーザ様までお届けください。

　　Ｂ型シリーズ専用自動温度調節器

　　　ＴＲＴシリーズ

８．通常運転

９．タイマ運転・タイマ停止

取扱説明書　　

１．据え付け

２．電源

３．配線

●ご使用前に必ずお読みください。

このたびは、ＴＳＫ熱風発生機をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本体の銘板にて、型式、品番、電圧がご注文の製品に相違ないかをご確認ください。

４．端子構造・端子配列

５．保守点検

６．各部の名称と働き

１５．異常検出

１６．コントローラの遠隔

　　　結線電気図・保証書

１１．外部運転

１２．温度警報

１３．外部温調

１４．冷却運転機能



注意 安全回路を確保せずに熱風運転をおこなうと、ヒータは断線します。

－１－

注意 端子１、２の吐出口温度センサの配線はシールド付補償導線を使用してください。

注意 配線は極力短くし、電力線や動力線、高調波線等の配線と同一ダクト内に通したり、並行配線や結束をしないでください。ノイズ
の影響を受けると故障の原因となります。

注意 配線、及び点検時は必ず電源を遮断してください。自動温度調節器は本体ブレーカ（ＮＦＢ）をＯＦＦにしても、操作回路には通電
されていますので、必ず工場元電源（一次側電源）を遮断してください。電源を入れた状態で作業をおこなうと感電します。

①配線は電気工事士に依頼してください。

②お買い上げいただきましたＴＲＴシリーズの制御容量と熱風発生機容量を再度ご確認ください。

③ＴＲＴシリーズは機種によって端子構造、端子配列等が異なりますので、お買い上げの機種をご確認の上、
　　本取扱説明書、熱風発生機の取扱説明書、及び結線電気図に従って確実に配線をおこなってください。

④配線はＴＲＴシリーズの前面、両側面、下面、背面にある計５方向の入線穴を利用してください。

注意 ＴＲＴ５０Ａ、１００Ａは安全回路電源端子１１、１２を接続しないと、ヒータの断線、及び場合によっては火災の原因となります。

ＴＲＴ５１Ａ ５０ｍＡ
ＴＲＴ１０１Ａ １００ｍＡ

※漏電遮断器の感度電流は初期漏洩電流の約１０倍程度が一般的です。

３．配線

注意 熱風発生機は主に工業環境で使用される装置です。住宅環境等で使用する場合は、電波障害を発生する恐れがあります。
その際、この製品の使用者は障害低減のために適切な手段を講じなければならないことがあります。

型　　式 漏電遮断器（ＥＬＢ）感度電流目安
ＴＲＴ２０Ａ ３０ｍＡ

⑤電源接続はＴＲＴシリーズの前面、両側面、下面にある計５方向の入線穴を利用してください。

注意 長すぎる配線は電圧降下を起こしますので、ご注意ください。

注意 配線、及び点検時は必ず電源を遮断してください。自動温度調節器は本体ブレーカ（ＮＦＢ）をＯＦＦにしても、操作回路には通電
されていますので、必ず工場元電源（一次側電源）を遮断してください。電源を入れた状態で作業をおこなうと感電します。

注意 接続にコンセントを設ける場合は、充分な容量を確保してください。コンセントが経年変化による接触不良、欠相等で発熱、故障
することがあるので、なるべくコンセントの使用はひかえてください。

　※ＴＲＴ１００は最大２００Ｗ発熱します。

２．電源

①電源接続、及びアース工事は、電気工事士に依頼してください。

②熱風発生機電源には必ず正弦波波形をもつ商用電源（５０／６０Ｈｚ）を使用してください。高調波を含んだ
　　ひずみ波をもつ電源は絶対に使用しないでください。また、サージ電圧やノイズが電源に侵入しないように
　　充分対策をおこなってください。

③専用回路を設けてください。漏電遮断器を取り付けられる場合は、下記の表に従って感度電流の容量を
　　決定してください。

④感電事故防止のため、アース工事をしてください。　（３００Ｖ以下：Ｄ種接地　６００Ｖ以下：Ｃ種接地）

　・標高１０００ｍ以上の場所 　・気圧の低い場所 　・ほこり、粉塵等の多い場所

　・酸性ガス、腐食性ガス等が浮遊している場所 　・通電性浮遊物（カーボン繊維等）のある場所

　・周囲温度０～＋４０℃以外の場所 　・周囲湿度８５％Ｒ.Ｈ.以上の場所

　・可燃物の付近 　・発熱物の上部 　・密閉された部屋、及びケース内 　・裏面が壁等に密着される場所

　・振動のある場所 　・屋外で風雨にさらされる場所

１．据え付け

①本機は据付専用です。水平の位置に設置してください。
　　※本体底面の空間は機内冷却のために必要です。固定金具を取り外して設置しないでください。

②必要に応じてしっかりと固定してください。

③設置できない場所



三相 ・ ２０Ａ

三相 （２Ａ以下）

アース端子　アース線を配線してください。

ヒータ出力端子

ブロワ出力端子

※お客様にて送風機をご用意される場合は、送風機の電源線を
　　接続してください。ただし、ご注文時に当社にご指示いただい
　　た送風機のみが接続可能となります。

※端子１～８は安全回路用端子です。

※お客様にて送風機をご用意される場合、安全回路用端子７・８は短絡してください。

安全回路を確保せずに、熱風運転をおこなうとヒータの断線の防止ができません。

結線例はＴＳＫ－１７ＢとＴＲＴ２０Ａの結線電気図を参考にしてください。

－２－

熱風発生機の温度異常端子５・６と
接続してください。（適用電線１．２５

～２㎜２）熱風発生機のヒータ電源端子Ｕ・Ｖ・Ｗと接続してください。

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してください。

（適用電線２㎜2） 熱風発生機のオーバーヒート端子３・４と接続し

てください。（適用電線１．２５～２㎜2）

熱風発生機の送風機電源端子ＵＢ・ＶＢ・ＷＢと接続してください。 熱風発生機の吐出口センサ端子１・２と補償導線にてプラ
ス、マイナスを間違わないように配線してください。
（１→プラス、２→マイナス　適用補償導線　ＷＸ－Ｈ）

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してください。

（適用電線１．２５～２㎜2）

６ ７ ８

電源入力端子 熱風発生機の送風機
異常端子７・８と接続し
てください。（適用電線

１．２５～２㎜2）

工場電源（一次側電源）を供
給してください。

２ ３ ４ ５Ｗ ＵＢ ＶＢ ＷＢ １

（締め付けトルク：１．８Ｎ・ｍ） （締め付けトルク：１．４Ｎ・ｍ）

●吐出口センサ、オーバーヒート、温度異常、送風機異常の各端子は、ノイズ等による誤動作を避けるため、電力線、動力線、高調波線
　　とは別に配線してください（シールド処理をおすすめします）。

Ｒ Ｓ Ｔ Ｅ Ｕ Ｖ

ヒータ制御容量・最大負荷電流　（２００Ｖ時） ５ｋＷ以下

適合送風機　（マグネット仕様時の最大制御可能モータ電流値） ８０Ｗ

　ネジサイズ　Ｍ４ 　　ネジサイズ　Ｍ３．５

４．端子構造・端子配列

ＴＲＴ２０Ａ 《適合熱風発生機：ＴＳＫ－１７Ｂ》



三相 ・ ５０Ａ

三相 （４Ａ以下）

　　 ネジサイズ　Ｍ３．５

アース端子

ヒータ出力端子

ブロワ出力端子

※端子Ｖ＋～Ｖ－は安全回路用端子です。

※お客様にて送風機をご用意される場合、送風機異常端子ＭＣ・ＭＢは短絡してください。

安全回路を確保せずに、熱風運転をおこなうとヒータの断線の防止ができません。

結線例はＴＳＫ－２２Ｂ～５２ＢＳとＴＲＴ５１Ａの結線電気図を参考にしてください。

熱風発生機の送風機異常端子ＭＣ・ＭＢと接続してくださ
い。（適用電線１．２５～２㎜2）

－３－

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してく
ださい。

（適用電線ＴＳＫ－２１Ｂ・３１Ｂ　３．５～８㎜2、

　ＴＳＫ－４１Ｂ（Ｓ）・５１Ｂ（Ｓ）　８～２２㎜2）

熱風発生機のオーバーヒート端子ＢＣ・
２Ｂと接続してください。
（適用電線１．２５～２㎜2）

熱風発生機の温度異常端子ＡＣ・２Ａと接続してください。

（適用電線１．２５～２㎜2）

熱風発生機の送風機電源端子ＵＢ・ＶＢＷＢと接続してください。

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してください。

（適用電線１．２５～２㎜2）
熱風発生機の吐出口センサ端子Ｋ＋・Ｋ－と補償導線にて
プラス、マイナスを間違わないように配線してください。
（Ｋ＋→プラス、Ｋ－→マイナス　適用補償導線　ＷＸ－Ｈ）

※お客様にて送風機をご用意される場合は、送風機の電源線を
　　接続してください。ただし、ご注文時に当社にご指示いただい
　　た送風機のみが接続可能となります。

アース線を配線してください。 熱風発生機の安全回
路電源端子V+・V-と接
続してください。（適用

電線１．２５～２㎜2）
熱風発生機のヒータ電源端子Ｕ・Ｖ・Ｗと接続し
てください。

2B V+ V-AC
電源入力端子

ＵＢ ＶＢ ＷＢ 2A BC
工場電源（一次側電源）を供
給してください。

MC MB K+ K-

Ｖ Ｗ

　ネジサイズ　Ｍ６
（締め付けトルク：３．７Ｎ・ｍ） （締め付けトルク：１．４Ｎ・ｍ）

●吐出口センサ、オーバーヒート、温度異常、送風機異常の各端子は、ノイズ等による誤動作を避けるため、電力線、動力線、高調波線
　　とは別に配線してください（シールド処理をおすすめします）。

Ｒ Ｓ Ｔ Ｅ Ｕ

ＴＲＴ５１Ａ 《適合熱風発生機：ＴＳＫ－２２Ｂ・３２Ｂ・４２Ｂ（Ｓ）・５２Ｂ（Ｓ）》

ヒータ制御容量・最大負荷電流　（２００Ｖ時） １５ｋＷ以下

適合送風機　（マグネット仕様時の最大制御可能モータ電流値） １３０Ｗ・２５０Ｗ・７５０Ｗ



三相

三相 （１０Ａ）

　 　　

アース端子

ヒータ出力端子

ブロワ出力端子

※端子Ｖ＋～Ｖ－は安全回路用端子です。

※お客様にて送風機をご用意される場合、送風機異常端子ＭＣ・ＭＢは短絡してください。

安全回路を確保せずに、熱風運転をおこなうとヒータの断線の防止ができません。

結線例はＴＳＫ－６２Ｂ～８２ＢＳとＴＲＴ１０１Ａの結線電気図を参考にしてください。

－４－

熱風発生機の温度異常端子ＡＣ・２Ａと接続してください。

（適用電線１．２５～２㎜2）

熱風発生機の送風機電源端子ＵＢ・ＶＢ・ＷＢと接続してください。

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してください。

（適用電線１．２５～２㎜2）

※お客様にて送風機をご用意される場合は、送風機の電源線を
　　接続してください。ただし、ご注文時に当社にご指示いただい
　　た送風機のみが接続可能となります。

熱風発生機の送風機異常端子ＭＣ・ＭＢと接続してくださ
い。（適用電線１．２５～２㎜2）

熱風発生機の吐出口センサ端子Ｋ＋・Ｋ－と補償導線にて
プラス、マイナスを間違わないように配線してください。
（Ｋ＋→プラス、Ｋ－→マイナス　適用補償導線　ＷＸ－Ｈ）

アース線を配線してください。

熱風発生機の安全回
路電源端子V+・V-と接
続してください。（適用

電線１．２５～２㎜2）
熱風発生機のヒータ電源端子Ｕ１・Ｖ１・Ｗ１、Ｕ
２・Ｖ２・Ｗ２と接続してください。

電線のサイズは電圧降下を考慮して決定してく
ださい。
（適用電線

　ＴＳＫ－６１Ｂ（Ｓ）・７１Ｂ（Ｓ）　５．５～１４㎜2、

　ＴＳＫ－８１Ｂ（Ｓ）　８～２２㎜2）

熱風発生機のオーバーヒート端子ＢＣ・
２Ｂと接続してください。
（適用電線１．２５～２㎜2）

AC 2A 2BK+

電源入力端子

工場電源（一次側電源）を供
給してください。

ＵＢ ＶＢ ＷＢ MC V+ V-MB K- BC

Ｕ２ Ｖ２ Ｗ２

●吐出口センサ、オーバーヒート、温度異常、送風機異常の各端子は、ノイズ等による誤動作を避けるため、電力線、動力線、高調波線
　　とは別に配線してください（シールド処理をおすすめします）。

Ｒ Ｓ Ｔ Ｅ Ｕ１ Ｖ１ Ｗ１

　ネジサイズ　Ｍ８ ネジサイズ　Ｍ６ ネジサイズ　Ｍ３．５
（締め付けトルク：９Ｎ・ｍ） （締め付けトルク：３．７Ｎ・ｍ） （締め付けトルク：１．４Ｎ・ｍ）

ＴＲＴ１０１Ａ 《適合熱風発生機：ＴＳＫ－６２Ｂ（Ｓ）・７２Ｂ（Ｓ）・８２Ｂ（Ｓ）》

ヒータ制御容量・最大負荷電流　（２００Ｖ時） ３０ｋＷ以下　・　５０Ａ×２回路

適合送風機　（マグネット仕様時の最大制御可能モータ電流値） ７５０Ｗ・１５００Ｗ・２２００Ｗ



テストボタン

・
・
・
・
・ その他の目視点検

自主点検につきましては、最寄りの電気工事業者様にご依頼ください。

注意 ：本機の絶縁耐電圧試験はおこなわないでください（出荷時に実施済み）。故障の原因になります。

－５－

◆本機をより安全にご使用いただくために、使用期間が１０年を越えた場合、自主点検を実施することをおすすめ
　　します。

【自主点検項目】
絶縁抵抗値の測定
各端子台の増し締め点検
操作盤内部の異物混入点検、清掃
電気部品の動作、及び発熱点検

テストボタン

オーバーヒート時に本体のブレーカ（ＮＦＢ）が正常に
トリップするかを確認するためのテストボタンです。
月に一度、運転停止状態（通電中）においてテスト
ボタンを数秒押して、オーバーヒートランプの点灯、
オーバーヒート作動表示（Ｐ．１５参照）、及び本体
のブレーカ（ＮＦＢ）のトリップ動作を確認してください。

確認後は元電源（工場電源）と本体ブレーカ（ＮＦＢ）を
いったんＯＦＦにして、再度ＯＮにしてください。

テストボタン

自主点検

５．保守点検



　　風量調節（周波数設定）の設定値を表示します（インバータ
　　搭載機種のみ）。

⑲モードスイッチ
　　運転条件を変更する場合に使用します。

－６－

⑧設定ＳＶ ⑰送風機異常ランプ

　　吐出口温度の設定温度を表示します。運転条件を外部センサ
　　に切り替えると、外部センサの設定温度を表示します。

　　送風機が過負荷の時に点灯し、運転が停止します。

⑱テストボタン
⑨風量調節表示 　　ボタンを押すことによりブレーカ（ＮＦＢ）がトリップします。

⑥外部運転スイッチ 　　ヒータケース内部が異常高温になった場合に点灯し、ブレーカ
　　（ＮＦＢ）がトリップします。　　スイッチを長押し（２秒）することで、外部運転信号、及び

　　外部ヒータ入／切信号により運転できます。 ⑯温度異常ランプ
⑦指示ＰＶ 　　吐出温度が高温、または吸入温度が送風機の許容温度を

　　超えた場合に点灯し、ブレーカ（ＮＦＢ）トリップ、または送風
　　運転になります。

　　吐出口温度を表示します。運転条件を外部センサに切り
　　替えると、外部センサの温度を表示します。

　　スイッチを押すと時間がたてば運転を開始する時間を設定
　　できます。設定完了後、熱風スイッチを押してください。

⑬外部温調ランプ
　　運転条件を外部温調へ切り替えると点灯します。

⑤タイマ停止スイッチ ⑭外部センサランプ

　　スイッチを押すと時間がたてば運転を停止する時間を設定
　　できます。設定完了後、熱風スイッチを押してください。

　　運転条件を外部センサへ切り替えると点灯します。

⑮オーバーヒートランプ

　　スイッチを押すと熱風運転を開始します。 　　ヒータのＯＮ／ＯＦＦ状態を点灯、点滅で表示します。

③送風スイッチ ⑫温度警報ランプ
　　スイッチを押すと送風運転を開始します。 　　温度警報設定を入力している場合、温度警報設定値になると

　　点灯します。④タイマ運転スイッチ

①停止スイッチ ⑩タイマ設定表示

　　送風運転と熱風運転の停止、及びタイマ運転の解除用
　　スイッチです。

　　タイマの設定時間を表示します。タイムカウントにより減算して
　　いきます。

②熱風スイッチ ⑪ヒータランプ

⑤
⑥

④

⑲ ⑱ ⑮ ⑯ ⑰

⑧ ⑨

①

②
⑩

③

操作パネル（全機種共通）

⑪ ⑭

⑬
⑦

⑫

６．各部の名称と働き



メンテナンス用ワンタッチ脱着式天パネル

①工場電源ＯＮランプ コントローラ
（最大１０ｍまで遠隔可能）

②本体ブレーカＯＮランプ

③逆相ランプ

入出力サービス端子

④最終安全回路用
ブレーカ

端子台

入線穴
（前面、両側面、下部面の５方向）

①工場電源ＯＮランプ（緑）

②本体ブレーカＯＮランプ（緑）

③逆相ランプ

④最終安全回路用ブレーカ

工場電源（一次側電源がＯＮになると点灯するランプです。

本体のブレーカ（ＮＦＢ）がＯＮになると点灯するランプです。過熱防止の作動により本体のブレーカがトリッ
プした場合は消灯します。

一次側電源が逆相になった場合、または一次側電源のＴ相が欠相した場合に点灯するランプです。点灯し
た場合は一次側電源のいずれか２線を入れ替えるか、Ｔ相の断線等を確認してください。

過熱防止が作動時にトリップしてすべての回路を遮断するブレーカです。このブレーカは常時ＯＮとし、操
作スイッチとしてのＯＮ／ＯＦＦはしないでください。

－７－

ＭＯＤＥＬ　：　ＴＲＴ１０１Ａ



注意 ：サービス端子を使用される場合は、必ず電源を遮断して配線してください。通電した状態で配線を
　おこなうと感電します。また、配線後は必ず端子カバーを取り付けてください。

注意 ：サービス端子の配線はＡＣ電源線、電力線、高調波線と隣接配線や結束をさけてください。

－８－

　　送風機異常時、ＯＮになる端子です。

Ｂ６ ：オーバーヒート温度警報出力端子
　　オーバーヒート時、ＯＮになる端子です。

Ｂ７ ：　出力コモン端子

　　温度異常時、ＯＮになる端子です。

Ｂ４ ：温度警報温度異常出力端子
　　温度警報出力時、ＯＮになる端子です。

Ｂ５ ：送風機異常出力端子

　　送風機運転中、ＯＮになる端子です。

Ｂ２ ：ヒータ出力端子
　　熱風運転中、ＯＮになる端子です。

Ｂ３ ：温度異常オーバーヒート出力端子

《出力端子》 Ｍ３　２０Ｐ端子台下段　締付トルク：０．５Ｎ･ｍ

接点容量ＤＣ５Ｖ　１０ｍＡ以上　ＤＣ３０Ｖ　１Ａ以下（無電圧接点信号出力）

Ｂ１ ：送風出力端子

　他の温度調節計にて温度を制御する場合に使用します。ＳＳＲ駆動逆動作
　出力（ＤＣ１２～２４Ｖ）を入力してください。この時、本体の温度調節計は
　吐出口温度上限リミッタとしてご使用ください（Ａ４→＋、Ａ５→－）。

Ａ６・Ａ７ ：外部センサ端子
　外部センサＫ３５０Ａの端子Ｋ+→Ａ６へ、Ｋ-→Ａ７へ接続してください。

※運転入／切端子Ａ１とヒータ入／切端子Ａ２の端子電圧はＤＣ２４Ｖ７ｍＡ以下と
　　なります。よって、この電圧を開閉できる接点容量を持つリレー等をご用意ください。

※運転入／切、及びヒータ入／切を使用する場合は、本機の外部運転　スイッチを
　　押して、外部運転モードへ変更してください。

　外部信号にてヒータの入／切をおこなう場合に使用します。　入力は接点
　出力（端子電圧ＤＣ２４Ｖ　７ｍＡ以下）対応です。

Ａ３ ：入力コモン端子

　外部運転入／切端子Ａ１と外部ヒータ入／切端子Ａ３用入力コモンです。

Ａ４・Ａ５ ：外部温調端子

《入力端子》　 Ｍ３　２０Ｐ端子台上段　締付トルク：０．５Ｎ･ｍ

Ａ１ ：外部運転入／切端子

　外部信号にて運転／停止する場合に使用します。入力は　接点出力（端子
　電圧ＤＣ２４Ｖ　７ｍＡ以下）対応です。

Ａ２ ：外部ヒータ入／切端子

７．サービス端子



熱風温度設定

アップダウンキーにて０～３５０℃に１℃単位で変更
できます。

ヒータランプ（緑）はヒータのＯＮ／ＯＦＦ状態を点灯、
点滅で表示します。

－９－

③送風スイッチを押すと送風ランプ（緑）が点灯し、送風運転を開始します。

風量調節設定（周波数設定）

アップダウンキーにて３０～６０Ｈｚに１Ｈｚ単位で
変更できます。

※マグネットタイプの自動温度調節器の場合は、風量調節
　周波数は表示しません

※風量を最小風量調節設定値の３０Ｈｚに設定しても熱風発生機
　が無負荷に近い状態なら、最高温度までは昇温しません（送風
　機モータの冷却効果を考慮して、モータの回転数の下限を設定
　しているため）。この場合は吸入口にダンパ等を設けて、最小風
　量設定状態で風量をダンパ等でしぼってください。

④熱風スイッチを押すと熱風ランプ（橙）が点灯し、熱風運転を開始します。

①工場電源（一次側電源）をＯＮにしてください。 ②本体のブレーカ（ＮＦＢ）をＯＮにしてください。

　　工場電源ランプ（緑）、停止ランプ（緑）が点灯し、指示ＰＶ部に
　　『ＮＦＢ』、設定ＳＶ部に『ＯＦＦ』が点滅します。

　　本体ブレーカＯＮランプ（緑）が点灯し、指示ＰＶ部に現在温
　　度、設定ＳＶ部に『０』が表示し、風量調節部に『６０（周波
　　数）』が表示します（初回運転時）。

※この状態では操作できません。 ※２回目以降、設定ＳＶと風量調節は前回設定値が表示します。

８．通常運転



③熱風運転スイッチを押してください。

③熱風運転スイッチを押してください。

　タイマ停止ランプ（緑）が点灯し、タイマ表示部に『００．００．』
　が点滅、または前回の設定時間が点灯します。

　最長９９時間５９分まで１分単位で設定できます。設定完了後
　アップダウンキーから手を離すと２秒後に点滅から点灯に切り
　替わり、設定値が登録されます。

タイムカウント（タイマ設定時間減算）が開始され
（ドット表示点滅）、熱風運転をおこないます。タイ
ムカウントが『００．００．』になると熱風運転を停止
します。また、熱風運転中は熱風ランプ（橙）は
点灯し、熱風運転終了後、点滅に切り替わります。

※タイムカウント終了後、タイマ表示は『００．００．』となり
　ます。

※停止スイッチを押すとタイマ運転、及びタイマカウントは
　は停止します。

－１０－

タイムカウント（タイマ設定時間減算）が開始され
（ドット表示点滅）、タイムカウントが『００．００．』に
なると熱風運転を開始します。また、タイムカウント
中は熱風ランプ（橙）は点滅し、熱風運転開始後、
点灯に切り替わります。

※タイムカウント終了後、タイマ表示は『００．００．』となり
　ます。

※停止スイッチを押すとタイマ運転、及びタイマカウントは
　は停止します。

●タイマ停止（時間がたてば停止）

①タイマ停止スイッチを押してください。 ②アップダウンキーで任意の時間に設定してください。

　タイマ運転、及びタイマ停止をおこなう前に、熱風温度と風量調節を任意に設定してください。
　タイマ設定は運転停止状態にておこなってください（送風運転中、熱風運転中はタイマの設定はできません）。

●タイマ運転（時間がたてば運転）

①タイマ運転スイッチを押してください。 ②アップダウンキーで任意の時間に設定してください。

　タイマ運転ランプ（緑）が点灯し、タイマ表示部に『００．００．』
　が点滅、または前回の設定時間が点灯します。

　最長９９時間５９分まで１分単位で設定できます。設定完了後
　アップダウンキーから手を離すと２秒後に点滅から点灯に切り
　替わり、設定値が登録されます。

９．タイマ運転・タイマ停止



※外部センサを使用されなくなった場合は上記③項目にて設定ＳＶ部を『ＯＦＦ』に戻してください。

－１１－

③設定ＳＶ部をアップキーで『ＯＮ』にしてください。 ④熱風運転を開始してください。

　　設定後はモードスイッチを１回押して、通常運転状態の表示に
　　戻してください。

　　外部センサ設定をＯＮにした時点で、外部センサランプ（橙）が
　　点灯します。

※外部センサは、外部センサ信号Ａ６　Ａ７端子へ＋－を間違わないように接続してください。

※外部センサが接続されていない状態で外部センサ設定をおこなうと、バーンアウトが作動し、運転ができません（取扱説明書Ｐ．１９参照）。

１０．外部センサを使用する場合
●外部センサによって離れた場所の温度をコントロールできます。外部センサをサービス端子の外部センサ入力端子台へ
　　接続後、設定をおこなってください。

●外部センサを使用した場合は、設定ＳＶ値の熱風温度設定は外部温度センサ位置の設定、指示ＳＶ値の熱風温度指示
　　は外部センサ位置の温度となります。

①モードスイッチを長押ししてください（約２秒間）。 ②再度、モードスイッチを２回押してください。
　　指示ＰＶ部に『Ａ１』、設定ＳＶ部に『０』が表示されます。 　　指示ＰＶ部に『ＥＳＮ』、設定ＳＶ部に『ＯＦＦ』が表示されます。



③熱風運転を開始してください。

　　『１０』設定なら設定吐出温度の＋１０℃以上、－１０℃以下
　　で警報ランプ（赤）が点灯し、サービス端子から警報が出力
　　されます（熱風運転開始時の昇温時は除く）。

※温度警報では本機の運転停止等はおこないません。

※温度警報設定が０で温度警報出力は無効になります。

※温度警報出力は、温度警報出力信号Ｂ４端子から無電圧接点信号（接点容量ＡＣ２５０Ｖ　３Ａ　ＤＣ３０Ｖ　３Ａ）として出力されます。

－１２－

１２．温度警報を設定する場合
●設定温度に対して、吐出熱風温度が任意の一定の範囲を超えた場合、警報信号を出力できます。必要に応じてご利用
　　ください（出荷時は無効に設定しています）。

①モードスイッチを長押ししてください（約２秒間）。 ②アップダウンキーで任意の温度範囲を設定してください。
　　指示ＰＶ部に『Ａ１』、設定ＳＶ部『０』が表示されます。 　　設定後はモードスイッチを３回押して、通常運転状態の表示に

　　戻してください。

　　外部運転信号ＯＮ、外部ヒータ入／切信号ＯＮによる熱風運転の
　　場合、熱風ランプ（緑）が点灯します。

※外部運転による熱風発生機の停止後は２０秒間再始動できません
　（再始動の待機状態は送風、または熱風ランプが点滅し、停止から
　２０秒後に始動します）。また、外部ヒータ入／切のＯＮ／ＯＦＦを頻繁
　におこなうと内部リレーが短寿命となりますので、高頻度のヒータＯＮ
　／ＯＦＦを必要とする場合は、外部温調をご利用ください。

※外部運転モード時は送風スイッチ、運転スイッチは無効となります（操作できません）。

※外部運転のリセットは停止スイッチを押してください。また、外部運転にてタイマ運転、タイマ停止はできません。

※外部運転入力、外部ヒータ入／切入力は、運転入／切信号Ａ１、ヒータ入／切信号Ａ２へ無電圧接点出力（端子電圧ＤＣ２４Ｖ　７ｍＡ以下）
　　を入力してください。

１１．外部運転を使用する場合
●外部からの信号によって熱風発生機の運転停止、及びヒータの入／切が操作できます。

①停止状態にて外部運転スイッチを長押ししてください
　　（約２秒間）。

②外部運転信号によって運転をおこなってください。

　　外部運転信号ＯＮ、外部ヒータ入／切信号ＯＦＦによる送風運転の
　　場合、送風ランプ（緑）が点灯します。　　外部運転ランプ（橙）が点灯します。



※外部温調機能を使用されなくなった場合は上記③項目にて設定ＳＶ部を『ＯＦＦ』に戻してください。

－１３－

③設定温度表示部をアップキーで『ＯＮ』にしてください。 ④熱風運転を開始してください。

　　設定後はモードスイッチを２回押して、通常運転状態の表示
　　に戻してください（『ＯＦＦ』で外部温調は無効です）。

　　外部温調設定を『ＯＮ』にした時点で、外部温調の入力にかかわ
　　らず、外部温調ランプ（橙）が点灯します。

※外部温調入力は、外部温調信号Ａ４　Ａ５端子へＳＳＲ駆動逆動作出力（ＤＣ１２～２４Ｖ）を入力してください。

※外部温調機能を使用された場合、外部に設定された温度調節計の設定温度と、熱風発生機本体の吐出口設定温度のいずれか早く到達
　　した温度によって制御されます。よって、配管等の放熱を考慮して各温度を決定してください。

１３．外部温調を使用する場合
●外部に設けた温度調節計の信号によって熱風発生機を制御できます。この場合、本体の温度調節計は吐出温度上限
　　リミッタとして使用してください。

●外部温調機能を使用した場合は、設定ＳＶ値の熱風温度設定、及び指示ＳＶ値の熱風温度指示は吐出口センサの温度
　　となります。

①モードスイッチを長押ししてください（約２秒間）。 ②再度、モードスイッチを１回押してください。
　　指示ＰＶ部に『Ａ１』、設定ＳＶ部『０』が表示されます。 　　指示ＰＶ部に『ＳＳＣ』、設定ＳＶ部『ＯＦＦ』が表示されます。



－１４－

⑤熱風運転スイッチを押してください。

　　タイムカウント（ドット表示点滅）が開始され、熱風運転をおこな
　　います。また、熱風運転中は熱風ランプ（橙）は点灯します。

　　タイマによる熱風運転終了後、タイマによる冷却運転（送風運転）を
　　開始します。また、冷却運転中は送風ランプ（緑）が点灯します。

　　タイムカウントが『００．００．』になると、冷却運転（送風
　　運転）が停止し、送風ランプ（緑）が点滅します。

※停止スイッチを押すとタイマ運転は停止します（タイマ設定時間は初期設定値に戻ります）。

　　指示ＰＶ部に『Ｔ－２』、設定ＳＶ部『ＯＦＦ』が表示されます。 　　タイマ表示部に『００．００．』が点滅します。

③アップダウンキーで任意の冷却時間を設定して
　　ください。

④タイマ停止スイッチを押し、熱風運転時間を設定して
　　ください。

　　設定後はモードスイッチを１回押して、通常運転状態の表示
　　に戻してください。

１４．冷却運転機能を使用する場合
●タイマによる運転停止を選択した場合のみ、冷却運転機能が使用できます。タイマによる熱風運転をおこなった後、任意の
　　時間の送風運転をおこない、運転を停止します。

　※当社の熱風発生機はワット密度を低く設定しているため、ヒータ断線を防止するための冷却運転は必要ありません。
　　よって、この冷却運転機能は運転停止後の配管等の火傷防止、乾燥加熱製品の作業後の冷却等にご利用ください。

①停止状態にてモードスイッチを押しながら、タイ
　　マのアップキーを押し続けてください。

②設定ＳＶ部をアップキーで『ＯＮ』にし、モードスイッチ
　　を１回押しください。



・対象ワークの近接等による吐出口の抵抗（圧力損失
  が大きい）

《復帰方法》

オーバーヒートの原因を取り除き、充分に冷却した後、
元電源（工場電源）と本体ブレーカ（ＮＦＢ）をいったん
ＯＦＦにして、再度ＯＮにしてください。

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－１５－

●オーバーヒート時

オーバーヒートランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部に
ＮＦＢ、設定温度表示部にＴＣＢが点滅します。

《主な原因》
・吸入口金網、フィルタの詰まり
・異物の混入による送風機モータのロック
・炉体等の充分な排気口が確保できていない

１５．異常検出

◆異常検出時には異常表示と同時にブザーが鳴動します。各異常の復帰方法により、異常が解除されると
　　ブザー音も停止します。

１５－１ オーバーヒート
ヒータケース内が異常高温になった場合はオーバーヒートと検知して、またはヒータケース内温度管理用オーバー
ヒートセンサが断線した場合はバーンアウトと検知して、本体ブレーカ（ＮＦＢ）がトリップし、全ての運転が停止しま
す。



温度異常

・吐出口センサ配線の断線
・吐出口センサ配線の外れ

《復帰方法》
一次側の電源をＯＦＦにし、修理をお申しつけください。

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－１６－

吐出口、吸入口の温度が下がった後、停止スイッチを
押すことで解除できます。

※この場合の吐出口上限は熱風発生機内部に設置された吐出口上限センサ部での異常となります。

●吐出口センサバーンアウト時

温度異常ランプ（赤）が点滅、指示ＰＶ部に－－－、設定
ＳＶ部にＴＣＡが点滅し、本体ブレーカ（ＮＦＢ）がトリップ
して全ての運転が停止状態となります。

《主な原因》
・吐出口センサの断線

《主な原因》

・熱風循環温度が熱風発生機の吸入気体温度の上限
　を越えた場合

・外部センサ使用時の吐出口温度上限オーバー
・過大な圧力損失による風量の減少
・吸入口金網やフィルタの詰まりによる風量減少

《復帰方法》

・過大な圧力損失による風量の減少
・吸入口金網やフィルタの詰まりによる風量減少

《復帰方法》

吐出口温度上限オーバーの原因を取り除き、充分に
冷却した後、元電源（工場電源）と本体ブレーカ（ＮＦＢ）
をいったんＯＦＦして、再度ＯＮにしてください。

●吐出口上限、及び吸入温度上限を越えた場合

温度異常ランプ（赤）が点灯、指示ＰＶ部に現在の吐出
温度が点灯、設定ＳＶ部にＴＣＣが点滅し、送風運転
状態となります。

１５－２
吐出口温度が上限を超えた場合、または吸入温度が上限を超えた場合に熱風発生機は停止、または送風運転
状態となります。各センサ断線等のバーンアウト、熱風発生機内部温度異常時も運転を停止します。

●吐出口センサ部にて吐出口温度上限を越えた場合

温度異常ランプ（赤）が点灯、指示ＰＶ部にＮＦＢ、設定
ＳＶ部にＴＣＡが点滅し、本体ブレーカ（ＮＦＢ）がトリップ
して全ての運転が停止します。

《主な原因》
・外部センサ使用時の吐出口温度上限オーバー



《復帰方法》

停止スイッチにて運転を停止し、熱風発生機の内部
温度が下がった後、本体のブレーカ（ＮＦＢ）をＯＦＦ
にすることで解除できます。

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－１７－

●自動温度調節器ＴＲＴ内部温度異常

温度異常ランプ（赤）が点滅、指示ＰＶ部にＯＨ、設定
ＳＶ部にＡＬＭが点滅し、送風運転状態となります。

《主な原因》
・自動温度調節器設置雰囲気温度が高い
・炉体上部設置時の炉体放熱温度の影響



・圧力損失の大きい配管
・極端に開口部のせまいノズル等の使用

《復帰方法》

異常の原因を確認し、取り除いた後、本体ブレーカ
（ＮＦＢ）をいったんＯＦＦにし、再度ＯＮにしてください。

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－１８－

内部設置のインバータパネルに異常が表示されますの
で、その表示内容を確認した後、本体のブレーカをＯＦＦ
にし、表示内容を連絡してください。

●送風機異常時　（マグネット搭載タイプ）

送風機異常ランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部にＴＨＲ、
設定ＳＶ部にＡＬＭが点滅します。

《主な原因》
・ベアリングの摩耗
・異常電圧（定格以外の電圧）

《主な原因》
・ベアリングの摩耗
・異常電圧（定格以外の電圧）
・圧力損失の大きい配管
・極端に開口部のせまいノズル等の使用

《復帰方法》

１５－３ 送風機異常
送風機が過負荷、過電流、ロック状態になった時、熱風発生機のすべての運転は停止します。

●送風機異常時　（インバータ搭載タイプ）

送風機異常ランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部にＩＮＶ、
設定ＳＶ部にＡＬＭが点滅します。



電源の接続線のうち、いずれか２線を入れ替えてくださ
い。

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－１９－

●反相異常時　
　　電源線の接続が逆相になった場合に、熱風発生機は操作不可となります。

各表示が本体ブレーカ（ＮＦＢ）をＯＮにした時と同じ表示内容となり、別途逆相ランプ（赤）が
点灯します。

《主な原因》
・電源線の逆相接続

《復帰方法》

《主な原因》
・外部センサの逆接続
・各センサ（外部センサ以外）の配線手直しによる逆接続
・雰囲気、及び吸入温度がマイナス温度

《復帰方法》

外部センサを確認した後、またはマイナス条件を改善し
た後、停止スイッチを押すことで解除できます。外部セン
サ以外の逆接続の場合は、修理をお申しつけください。

●各温度センサ逆接続、またはマイナス温度検知

　　各温度センサ（外部センサ含む）が逆接続の場合、または－１５℃以下を感知した場合（内部温度センサのみ
　　－５℃）、熱風発生機は停止します。

指示ＰＶ部に－－－、設定ＳＶ部に各センサの表示が

点滅します。
外部センサ ：ＴＣ０ 吐出口センサ ：ＴＣＡ

《主な原因》
・外部センサの断線
・外部センサ補償導線部の断線
・外部センサ端子の外れ

《復帰方法》

外部センサを確認した後、停止スイッチを押すことで
解除できます。

１５－４ その他の異常
●外部センサバーンアウト時

　　オプションの外部センサを使用して、離れた場所の温度を管理している場合、外部センサが断線等のバーン
　　アウト時、熱風発生機は停止します

指示ＰＶ部に－－－、設定ＳＶ部にＴＣ０が点滅します
（外部センサランプは点灯状態です）。



●本機はコントローラ部を取り外し、最大１０ｍまで遠隔可能です（遠隔ケーブル１０ｍ標準装備）

注意　：　コントローラの遠隔時は必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

－２０－

　・操作盤への埋め込み取り付け（付属のビス
　　をご利用ください）。

　・固定金具を利用した据え置き、または吊り
　　下げ

　・固定金具を利用した壁掛け取り付け

※遠隔ケーブルはコントローラの上下左右のすべてに取り付け可能です（出荷時は下部取り付け）。各面の入線穴（ノックアウト）を利用し、
　任意の位置へ取り付けてください。また、取り付け位置を変更した場合は下部の入線穴に付属のゴムブッシングを取り付けて保護してくだ
　さい。

※写真と製品が一部異なる場合があります。

　　　注意　：　遠隔ケーブルはＡＣ電源線、電力線、高調波線と隣接配線や結束をしないでください。
　　　　　　　　　ノイズにより内部電子機器が破損します。

１６．コントローラの遠隔

《据え付け方法》

　取り外したコントローラは下記の方法にて据え付け、しっかりと固定してください。
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１７．保証

本機の保証期間は、お買い上げ日より１年です。

保証期間内取扱説明書に従った正常な使用状態故障した場合には、下記の内容に基づき無償修理いたし
ます。ただし、大阪本社と東京支社より５０ｋｍ以上、及び離島への出張の場合は、交通費、宿泊費に要す
る実費をいただきます。

この装置によって生じたいかなる支出、損益、その他の損失に対してなんら責任を負いません。

ほこり、ゴミ、糸くず、オイルミスト等による損傷。
通電性のあるカーボン繊維等の付着や、酸性ガス、腐食性ガスによる漏電、及び故障。
お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障、及び損傷。
代金の決済を怠ったとき。

修理した部品、及び処置の保証は、修理後３ヶ月間とさせていただきます。
次のような場合は保証の範囲に含まれません。

保証書の提示がない場合。
誤ったご使用や不注意なお取り扱いによる故障、及び異常電圧による故障、損傷の場合。
分解や改造されたもの。
弊社製品が原因によらないオーバーヒートによる損傷。
落雷、地震、台風、水害、火災や塩害による故障、損傷、及び損害。
結露によるさびの発生、漏電。

www.taketsuna.co.jp

取扱説明書に従った使用方法でない場合。
次にしめすものの費用は負担いたしません。

消耗部品、塗装。

装置を使用できなかったことによる不便さ、及び損失、または二次損失等（電話代、休業補償、
商業損失等）。

現地修理の際に発生する交通費、宿泊費等。
修理困難な場所や危険な場所、高所等に設置されている場合は出張修理いたしかねます。

TEL (06) 6785-6001㈹　FAX (06) 6785-6002

東京支社

保証は日本国内において有効です。

－２１－

〒144-0035　東京都大田区南蒲田２丁目４番４号

TEL (03) 5710-2001㈹　FAX (03) 5710-2005

ホームページ

日本国内で購入された当社製品を海外へ輸出された場合、保証は適用外となります。
この場合の保証の適用は、当社工場へ返送いただいた製品の持ち込み修理のみとさせていただきます。
また、持ち込み修理、及びその修理後の返却のための必要な輸出入、輸送にともなう費用はお客様のご負担と
なります。

熱風発生機

製　造
株式会社　竹綱製作所販売元

本　　社 〒577-8566　東大阪市高井田西５丁目４番１８号



　　原因になります。

●電源接続、アース工事は電気工事士に依頼してください。

※１　電力線とはＮＦＢのＲ・Ｓ・Ｔ、ＳＳＣのＵ・Ｖ・Ｗを示します。

※２　動力線、高周波線とはＵＢ・ＶＢ・ＷＢを示します。

ＴＳＫ－１７ＢとＴＲＴ２０Ａの結線電気図

●上図のように結線してください。

●電源は専用回路を設け、充分な容量を確保してください。

●電源線、ヒータ線、送風機線は所要容量と長さを考慮し決定してください。

●端子番号１・２はシールド付補償導線を使用してください。

●端子番号１～８は目的に応じたシールド線を使用してください。

●配線は極力短くし、電力線※１や動力線、高周波線等※２の配線と同一ダクト内に

　　通したり、並行配線や結束はしないでください。ノイズの影響を受けると、故障の

TSK-17B



※２　動力線、高周波線とはＵＢ・ＶＢ・ＷＢを示します。

TSK-２２Ｂ・３２Ｂ・４２Ｂ（Ｓ）・５２Ｂ（Ｓ）

●端子番号ＭＣ・ＭＢ、ＡＣ～Ｖ－は目的に応じたシールド線を使用してください。

●配線は極力短くし、電力線※１や動力線、高周波線等※２の配線と同一ダクト内に

　　通したり、並行配線や結束はしないでください。ノイズの影響を受けると、故障の

　　原因になります。

●電源接続、アース工事は電気工事士に依頼してください。

※１　電力線とはＮＦＢのＲ・Ｓ・Ｔ、ＳＳＣのＵ・Ｖ・Ｗ、安全回路用電源Ｖ＋・Ｖ－を示します。

ＴＳＫ－２２Ｂ・３２Ｂ・４２Ｂ（Ｓ）・５２Ｂ（Ｓ）とＴＲＴ５１Ａの結線電気図

●上図のように結線してください。

●電源は専用回路を設け、充分な容量を確保してください。

●電源線、ヒータ線、送風機線は所要容量と長さを考慮し決定してください。

●端子番号Ｋ＋・Ｋ－はシールド付補償導線を使用してください。



※１　電力線とはＮＦＢのＲ・Ｓ・Ｔ、ＳＳＣのＵ・Ｖ・Ｗ、安全回路用電源Ｖ＋・Ｖ－を示します。

※２　動力線、高周波線とはＵＢ・ＶＢ・ＷＢを示します。

TSK-ＴＳＫ－６２Ｂ（Ｓ）・７２Ｂ（Ｓ）・８２Ｂ（Ｓ）

●端子番号Ｋ＋・Ｋ－はシールド付補償導線を使用してください。

●端子番号ＭＣ・ＭＢ、ＡＣ～Ｖ－は目的に応じたシールド線を使用してください。

●配線は極力短くし、電力線※１や動力線、高周波線等※２の配線と同一ダクト内に

　　通したり、並行配線や結束はしないでください。ノイズの影響を受けると、故障の

　　原因になります。

●電源接続、アース工事は電気工事士に依頼してください。

ＴＳＫ－ＴＳＫ－６２Ｂ（Ｓ）・７２Ｂ（Ｓ）・８２Ｂ（Ｓ）とＴＲＴ１０１Ａの結線電気図

●上図のように結線してください。

●電源は専用回路を設け、充分な容量を確保してください。

●電源線、ヒータ線、送風機線は所要容量と長さを考慮し決定してください。


